
Ⅳ

「
史
料
館
と
史
料
保
存
運
動
の
歩
み
」
年
表



３
月
野
村
兼
太
郎
氏
（
社
会
綴
濃
史
学
会
代
表
理
事
慶
応
義
塾
大
学
謝
授
）
側

か
九
五
名
、
第
五
通
常
国
会
に
「
史
料
館
設
置
に
関
す
る
請
願
」
を
提
出
、
採
択

さ
れ
る
。

５
月
剖
日
文
部
省
設
置
法
成
立
、
即
日
施
行
さ
れ
る
。
史
料
の
蒐
集
、
保
存
及
び

利
用
に
関
す
る
事
務
が
大
学
学
術
局
学
術
課
の
担
当
と
な
る
。

皿
月
「
史
料
館
」
用
施
設
と
し
て
、
国
が
三
井
文
庫
の
建
物
を
購
入
。

ｕ
月
岨
日
「
史
料
館
」
（
旧
三
井
文
庫
）
に
お
い
て
、
学
術
資
料
に
つ
い
て
の
打

合
せ
会
を
開
催
。
学
術
奨
励
審
議
会
学
術
資
料
分
科
審
議
会
の
委
員
・
専
門
委
邑

予
定
者
一
三
人
と
文
部
省
側
担
当
者
が
出
席
し
文
化
財
保
護
法
案
と
宙
へ
料
館
」
・

学
術
資
料
と
の
関
係
等
に
つ
き
議
す
。

ｕ
月
田
日
「
史
料
鎗
一
の
波
露
を
か
ね
、
第
一
回
近
世
史
料
展
示
会
を
開
催
（
以

を
開
催
。

◎

○
口
必
」
△
富
誰

文
化
財
侭
誰

佃
会
議
の
間
で

床
護
法
案
等
店
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年
次

史
料
館
の
歩
み

史
料
保
存
運
動
の
歩
み



一
九
五
一

（
昭
和
妬
）

一
九
五
○

（
昭
和
妬
）

、
１
月
国
が
三
井
文
庫
の
敷
地
を
聯
入
。

、
５
月
釦
日
文
部
省
令
第
十
号
で
「
史
料
館
規
定
」
を
公
布
、
施
行
。
史
料
館
は
大

学
学
術
局
学
術
課
の
一
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
正
式
に
発
足
す
る
。

，
渋
沢
青
淵
記
念
財
団
龍
門
社
よ
り
日
本
実
業
史
博
物
館
資
料
の
寄
贈
を
受
け
る
。

、
慶
応
義
塾
大
学
教
授
野
村
兼
太
郎
氏
ほ
か
一
二
名
を
史
料
館
評
議
員
に
委
嘱
。

、
７
月
幻
日
第
一
回
史
料
館
評
議
会
を
開
催
（
大
阪
銀
行
虎
ノ
門
支
店
）
。

、
９
月
東
京
大
学
助
教
授
宝
月
圭
吾
氏
ほ
か
九
名
を
史
料
館
専
門
委
員
会
専
門
員
に

委
嘱
。

・
皿
月
明
治
大
学
教
授
渡
辺
世
祐
氏
ほ
か
二
名
を
史
料
購
入
価
格
評
価
会
委
員
に
委

嘱
。

・
１
月
記
日
学
術
資
料
分
科
審
議
会
を
開
催
。
文
化
財
保
護
法
と
学
術
資
料
の
関
係

等
に
つ
い
て
議
す
。

・
２
月
Ⅳ
日
学
術
資
料
分
科
審
議
会
を
開
催
。

・
３
月
３
日
学
術
資
料
分
科
審
議
会
を
開
催
。
学
術
資
料
保
護
の
法
的
措
置
に
つ
い

て
議
す
。

降
、
一
九
七
一
年
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
一
回
、
計
二
一
回
の
展
示
会
を
開
催
）
。

．
ｕ
月
加
日
「
学
術
史
料
の
蒐
集
と
保
存
」
（
文
部
省
大
学
学
術
局
発
行
）
を
刊
行
。

・
吃
月
１
日
博
物
館
法
成
立
。

、
４
月
釦
日
図
書
館
法
発
布
。

、
５
月
釦
日
文
化
財
保
護
法
成
立
。

、
８
月
認
日
～
妬
日
パ
リ
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
文
書
館
評
議
会
）
第
一
回
世
界

大
会
開
催
。

、
皿
月
認
日
日
本
学
術
会
議
、
学
術
資
料
の
保
存
な
ら
び
に
活
用
に
つ
い
て
、
内
閣

総
理
大
臣
に
答
申
。

．
ｕ
月
ｎ
日
地
方
史
研
究
協
議
会
創
立
。
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一

ブし

安
国
天

史
酎
稠
髄

わ
せ
注

置 戟
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年
次

史
料
館
の
歩
み

史
料
保
存
運
動
の
歩
み



一
九
五
六

（
昭
和
劃
）

｜
・
こ
の
年
よ
り
研
究
員
制
に
移
行
。

一
九
五
七

（
昭
和
認
）

一
九
五
八

（
昭
和
調
）

一
九
五
九

（
昭
和
弧
）

一
九
六
○

（
昭
和
鍋
）

・
５
月
妬
日
史
料
館
評
議
会
、
文
部
大
臣
に
対
し
、
史
料
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

国
立
公
文
書
館
的
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ
機
関
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
、
報
告

番
を
提
出
。

．
ｕ
月
四
日
国
際
文
書
館
評
議
会
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
よ
り
外
務
省
を
通
じ
て
わ
が
国
関
係

機
関
・
個
人
に
加
入
の
勧
誘
が
あ
り
、
当
館
に
も
通
達
。

・
２
月
弱
日
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
、
文
瞥
館
設
世
の
た
め
の
記
録
文
書
保
存

事
業
に
つ
い
て
の
研
究
を
当
館
や
国
立
国
会
図
書
館
な
ど
に
申
し
入
れ
。

・
７
月
郡
日
財
団
法
人
日
本
民
族
学
協
会
所
蔵
の
民
族
資
料
の
受
け
入
れ
準
備
の
た

め
、
「
民
族
学
資
料
部
」
設
置
案
を
検
討
。

・
９
月
旧
日
日
歴
協
国
立
文
瞥
館
（
仮
称
）
設
立
準
備
特
別
委
員
会
、
日
本
学
術
会

議
に
「
国
立
文
香
館
建
設
の
要
望
香
」
を
提
出
。

・
４
月
１
日
山
口
県
文
書
館
開
館
。

・
６
月
喝
日
日
本
学
術
会
議
第
四
八
委
員
会
に
、
委
員
長
よ
り
「
公
文
書
散
逸
防
止

に
関
す
る
建
議
（
案
）
」
が
提
出
さ
れ
る
。

．
ｕ
月
詔
日
日
本
学
術
会
議
、
「
公
文
轡
散
逸
防
止
に
つ
い
て
（
勧
告
と
を
政
府

に
提
出
。

・
３
月
弱
日
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
委
員
会
の
申
し
入
れ
に
こ
た
え
、

「
公
文
番
制
度
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
る
。
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を
受
け
る
。

民
族
資
料
収
蔵
庫
を
新
鐘

８
月
的
日
匡
立
史
料
」

９
月
日
本
歴
史
学
協
へ

学
術
会
議
に
提
出
。

叩
月
「
中
部
地
区
史
型

国
立
史
料
ヘ
サ
ー
ピ
ス
ー

哩
要
紙
」

京
郎
な

1 L一案雰
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年
次

史
料
館
の
歩
み

史
料
保
存
運
動
の
歩
み



一
九
六
九

（
昭
和
“
）

一
九
六
八

（
昭
和
媚
）

一
九
六
六

（
昭
和
“
）

一
九
六
七

（
昭
和
似
）

一
九
六
五

（
昭
和
“
）

・
３
月
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
創
刊
号
発
刊
。

・
４
月
「
史
料
館
の
内
部
組
織
等
に
関
す
る
規
程
」
を
制
定
。
三
史
料
室
を
設
置
。

・
一
九
六
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
総
合
研
究
「
江
戸
幕
府
代
官
領

の
総
合
的
研
究
」
を
実
施
。

・
２
月
略
日
小
和
田
武
紀
、
初
の
専
任
史
料
館
長
と
し
て
着
任
。

．
ｕ
月
近
世
史
料
取
扱
識
習
会
を
再
開
（
通
算
第
一
二
回
）
。

・
吃
月
賜
日
日
本
学
術
会
議
、
国
語
・
国
文
学
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設

立
を
政
府
に
勧
告
。

．
５
月
国
語
・
国
文
学
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設
立
推
進
連
絡
協
議
会
発
足
。

・
６
月
史
料
館
、
文
部
省
大
学
学
術
局
情
報
図
番
館
課
に
所
管
換
と
な
る
。

・
３
月
「
史
料
館
報
」
創
刊
号
発
行
。

・
９
月
三
井
家
史
料
、
新
設
の
三
井
文
庫
（
東
京
都
中
野
区
）
へ
移
管
さ
れ
る
。

・
１
月
「
史
料
（
資
料
）
セ
ン
タ
ー
」
諸
案
に
対
し
、
学
会
・
史
料
保
存
関
係
者
ら

よ
り
批
判
相
次
ぐ
。

・
３
月
過
日
「
日
本
史
資
料
保
存
・
利
用
機
関
」
問
題
学
会
連
合
が
結
成
さ
れ
る
。

・
７
月
蝿
日
日
歴
協
日
本
史
資
料
セ
ン
タ
ー
特
別
委
扇
畳
冥
「
日
本
史
資
料
の
保
存
・

整
理
・
利
用
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
具
体
案
」
を
日
歴
協
総
会
に
提
出
。

・
５
月
全
国
公
共
図
書
館
研
究
集
会
、
「
公
共
図
書
館
と
文
瞥
館
制
度
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
山
口
で
開
催
。

・
４
月
１
日
埼
玉
県
立
文
書
館
開
館
。

・
８
月
ｕ
日
日
歴
協
、
学
術
会
議
第
一
部
会
に
弓
日
本
史
資
料
保
存
法
（
仮
称
）
」

．
ｍ
月
東
京
都
公
文
書
館
設
立
。

・
９
月
４
日
日
歴
協
日
本
史
資
料
セ
ン
タ
ー
問
題
特
別
委
員
会
の
「
資
料
保
存
・
整

理
・
利
用
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
構
想
案
」
ま
と
ま
る
。
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寸
菌
備

月
１
日

９
Ｂ
ョ

,0 9
壷 F

の 目 h
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年
次

史
料
館
の
歩
み

史
料
保
存
運
動
の
歩
み



一
九
七
二

（
昭
和
幻
）

一
九
七
三

（
昭
和
妃
）

一
九
七
四

（
昭
和
網
）

・
５
月
１
日
国
文
学
研
究
資
料
館
創
設
、
史
料
館
を
同
館
の
付
置
機
関
と
す
る
。
史

料
館
に
情
報
閲
覧
室
新
設
。
市
古
貞
次
が
国
文
学
研
究
資
料
館
長
に
、
鈴
木
寿
が

史
料
館
長
兼
第
一
史
料
室
長
に
、
榎
本
宗
次
が
第
二
史
料
室
長
兼
愉
報
閲
覧
室
長

に
、
藤
村
潤
一
郎
が
第
三
史
料
室
長
に
就
任
。

・
８
月
２
日
国
文
学
研
究
資
料
館
評
議
員
会
発
足
。

、
９
月
調
日
建
築
委
員
会
発
足
（
一
九
七
九
年
四
月
二
二
日
ま
で
）
。

．
ｎ
月
１
日
東
館
着
工
。

、
皿
月
１
日
井
上
勝
生
が
助
手
に
、
菅
原
通
夫
が
事
務
官
に
新
任
。

、
皿
月
週
日
木
口
信
子
、
事
務
補
佐
員
に
新
任
。

．
ｎ
月
晦
日
事
務
補
佐
員
福
地
（
旧
姓
大
中
）
敏
子
退
職
。

● ● ● 、

10 7 4 3

月月月月
2 20 1 29

日 日 日 日

・
２
月
岨
日

，
４
月
１
日

、
５
月
１
日

東
館
竣
工
。

小
野
義
信
、
深
川
美
枝
子
、
事
務
官
に
新
任
。

各
部
館
東
館
に
移
転
。

第
一
回
全
館
教
官
会
議
開
催
（
以
後
、
隔
月
開
催
）
。

連
絡
委
員
会
発
足
。

鎌
田
永
吉
、
第
一
史
料
室
長
に
就
任
。

事
務
官
菅
原
通
夫
、
史
料
館
よ
り
管
理
部
に
配
置
替
え
。
事
務
官
林
宏

・
４
月
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
）
基
本
構
想
案
提
示
さ
れ
る
。

・
７
月
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
開
館
。

・
９
月
釦
日
歴
史
学
研
究
会
近
世
史
部
会
等
三
学
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
史
料
問

題
の
現
段
階
と
研
究
教
育
体
制
」
開
催
。

・
３
月
吃
日
地
方
史
研
究
協
議
会
、
歴
史
科
学
協
議
会
、
歴
史
学
研
究
会
の
共
同
で

「
米
押
収
資
料
の
返
還
・
公
開
に
つ
い
て
の
要
望
番
（
案
と
を
歴
史
学
関
係
諸
学

会
・
研
究
団
体
に
配
付
し
、
学
会
連
絡
会
議
結
成
を
訴
え
る
。

・
５
月
晦
日
日
本
歴
史
学
協
会
、
文
化
財
保
護
法
改
正
に
関
す
る
要
望
を
発
表
。

。
ｎ
月
型
日
日
本
学
術
会
議
、
文
化
財
保
護
法
に
つ
い
て
政
府
へ
勧
告
。
ま
た
、
在

米
日
本
資
料
の
返
還
・
公
開
に
つ
き
申
し
入
れ
。

．
ｕ
月
型
日
日
本
科
学
者
会
議
主
催
「
自
然
保
護
・
文
化
財
保
護
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
開
催
。

・
３
月
２
，
３
日
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
関
係
者
第
一
回
懇
談
会
開
催
（
於
、
埼

玉
県
立
文
書
館
、
参
加
者
二
七
名
）
。

・
７
月
藤
沢
市
文
書
館
開
館
。

88



４
月
９
日
連
絡
委
員
会
最
終
会
（
連
絡
協
議
△

５
月
晦
日
第
一
回
連
絡
協
議
会
開
催
。

７
月
１
日
山
田
哲
好
、
事
務
官
に
新
任
。

皿
月
１
日
助
教
授
中
村
俊
亀
智
、
国
立
民
族
１

に
新
任
。

皿
月
皿
日
西
館
地
下
設
備
機
械
室
竣
工
。

ｕ
月
民
族
資
料
が
国
立
民
族
学
博
物
館
に
管
面

日
広
藤
直

文
献
資
料
部

安
周
Ｒ
△
云
禾
玄
圖

Ⅲ
日
彊
史
谷

琴
議
院
文
教
委
員
全

や
会
議
を
通
過
成
す

「
文
化
対
保
護
法
の

史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会

・
山
口
県
文
書
館
、
参
加
者
六
六
甥

附
会
護
主
催
「
史
料
古
文
瞥
保
存
体

安
固
天
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年
次

史
料
館
の
歩
み

史
料
保
存
運
動
の
歩
み



一
九
七
八

（
昭
和
弱
）

一
九
七
七

（
昭
和
記
）

・
６
月
釦
日
第
一
史
料
室
長
鎌
田
永
吉
死
去
（
享
年
四
四
才
）
。

・
７
月
１
日
大
野
瑞
男
、
第
一
史
料
室
長
に
就
任
。

・
７
月
１
日
西
館
及
び
ポ
ン
プ
上
屋
着
工
、
北
館
改
修
工
事
着
手
。
こ
の
月
よ
り
一

号
書
庫
を
除
い
て
旧
館
の
取
り
壊
し
作
業
始
ま
る
。

、
一
九
七
六
年
度
～
一
九
七
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
二
般
研
究
Ｂ
）
の
交
付

を
受
け
、
「
近
世
史
料
の
体
系
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
を
史
料
館
員
の
共
同

研
究
と
し
て
実
施
。

・
１
月
四
日
改
築
に
よ
る
史
料
館
移
転
の
た
め
閲
覧
業
務
停
止
（
六
月
二
六
日
ま
で
）
。

・
２
月
詔
日
北
館
改
修
工
事
完
了
。

・
３
月
肥
日
旧
書
庫
の
史
料
を
東
館
及
び
北
館
へ
搬
出
完
了
。

、
３
月
躯
日
西
館
及
び
ポ
ン
プ
上
屋
竣
工
。

、
４
月
１
日
史
料
館
長
鈴
木
寿
停
年
退
職
。
榎
本
宗
次
が
史
料
館
長
兼
情
報
閲
覧
室

長
に
、
藤
村
潤
一
郎
が
第
二
史
料
室
長
兼
第
三
史
料
室
長
に
就
任
。
安
藤
正
人
、

助
手
に
新
任
。

、
６
月
拠
日
国
文
学
研
究
資
料
館
開
館
式
典
挙
行
。

、
６
月
”
日
史
料
館
閲
覧
業
務
再
開
。

・
３
月
１
日
助
手
井
上
勝
生
、
北
海
道
大
学
文
学
部
へ
転
出
。

・
４
月
１
日
安
澤
秀
一
、
教
授
に
新
任
、
第
二
史
料
室
長
と
な
る
。
笠
谷
和
比
古
、

助
手
に
新
任
。

・
１
月
史
料
協
、
「
歴
史
資
料
（
文
書
）
の
保
存
に
つ
い
て
」
の
要
望
書
を
衆
・
参

両
議
院
議
長
と
都
道
府
県
知
事
に
提
出
。

．
ｎ
月
釦
、
配
日
史
料
協
第
四
回
大
会
開
催
（
於
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
、
参
加
者

・
１
月
詔
、
調
日
史
料
協
第
二
回
大
会
開
催
（
於
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、
参
加

者
六
○
名
）
。

、
３
月
ｎ
日
地
方
史
研
究
協
議
会
主
催
「
歴
史
資
料
保
存
に
関
す
る
懇
談
会
」
開
催
。

、
３
月
鵡
日
文
化
財
保
護
審
議
会
、
初
め
て
新
設
の
歴
史
資
料
を
二
点
指
定
。

、
４
月
広
島
市
公
文
瞥
館
開
館
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
開
館
。

、
６
月
皿
日
日
本
学
術
会
議
学
術
情
報
・
資
料
特
別
委
員
会
主
催
の
懇
談
会
で
文
書

保
存
問
題
に
つ
い
て
討
議
。

．
ｕ
月
日
本
学
術
会
議
、
「
官
公
庁
文
書
資
料
の
保
存
に
つ
い
て
」
の
要
望
瞥
を
政

府
に
提
出
。

．
ｕ
月
ｕ
、
吃
日
史
料
協
第
三
回
大
会
開
催
（
於
、
福
島
県
歴
史
資
料
館
、
参
加
者

六
三
名
）
。

に
関
す
る
懇
談
会
」
開
催
。

・
５
月
釦
日
外
務
省
、
外
交
史
料
館
所
蔵
外
交
文
替
を
初
公
開
す
る
。

・
５
月
釦
日
文
化
財
保
護
全
国
協
議
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
。
文
化
財
保
護
法
再
改

正
に
向
け
て
運
動
開
始
。

90



一

プし

10

臨月 I
珠20 卜

後
、
継
続
）
。

=ロ r

’
一
４
．
二
、

孤
士
杏

ロ
ン
ド

藤
、
ケ

裳
・
色

α
割
」
』
冠

と
図
書

ひ
犀
帖

調
の

山
門

又
難

91

年
次

史
料
館
の
歩
み

史
料
保
存
運
動
の
歩
み



一
九
八
一

（
昭
和
弱
）

一
九
八
二

（
昭
和
研
）

・
７
月
弧
日
事
務
補
佐
員
相
京
（
旧
姓
内
藤
）
真
澄
退
職
。

、
８
月
１
日
廣
瀬
睦
、
事
務
補
佐
員
に
新
任
。

、
９
月
行
政
管
理
庁
、
国
文
学
研
究
資
料
館
等
の
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
を
行
政

監
察
。

・
３
月
行
政
管
理
庁
、
監
察
結
果
の
勧
告
案
を
文
部
省
に
打
診
。

・
３
月
ｕ
日
史
料
館
長
榎
本
宗
次
死
去
（
享
年
五
七
才
）
。
国
文
学
研
究
資
料
館
長

市
古
貞
次
、
史
料
館
長
兼
情
報
閲
覧
室
長
事
務
取
扱
併
任
。

、
４
月
１
日
同
前
市
古
貞
次
退
職
。
小
山
弘
志
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
兼
史
料
館

長
事
務
取
扱
就
任
。
第
一
史
料
室
長
大
野
瑞
男
、
情
報
閲
覧
室
長
併
任
。

、
６
月
⑫
日
行
政
管
理
庁
、
前
年
九
月
の
行
政
監
察
に
も
と
づ
き
、
国
文
学
研
究
資

料
館
史
料
館
と
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
と
の
事
業
内
容
の
調
整
を
図
り
、
望
ま
し

い
研
究
活
動
体
制
を
確
立
す
る
よ
う
勧
告
。

．
６
月
調
日
文
部
省
学
術
国
際
局
長
、
国
文
研
・
歴
博
両
館
長
を
招
集
し
、
行
政
管

理
庁
の
勧
告
に
対
し
八
月
末
ま
で
に
回
答
す
る
よ
う
説
明
。

、
７
月
晦
日
行
勧
問
題
に
つ
き
、
国
文
研
評
議
員
会
議
開
催
。

．
７
月
釦
日
国
文
研
・
歴
博
両
館
長
、
両
館
評
議
員
有
志
を
招
集
（
出
席
者
八
名
）
、

懇
談
会
を
開
催
。

、
８
月
１
日
運
営
協
議
員
会
発
足
。

、
８
月
４
日
国
文
研
館
長
、
史
料
館
教
官
に
行
勧
問
題
に
つ
い
て
の
経
過
説
明
。

．
８
月
ｎ
日
文
部
省
情
報
図
書
館
課
長
、
国
文
研
館
長
に
対
し
、
史
料
館
を
歴
博
に

統
合
す
る
方
針
を
懲
憩
。

・
４
月
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
開
館
。

・
６
月
横
浜
開
港
資
料
館
開
館
。

・
７
月
参
議
院
法
制
局
、
「
公
文
書
館
法
案
大
綱
（
案
）
」
起
草
。

．
ｎ
月
岨
、
鋤
日
史
料
協
第
七
回
大
会
開
催
（
於
、
愛
知
県
一
宮
市
、
参
加
者
一
五

四
名
）
。

、
企
業
史
料
協
議
会
設
立
。

・
８
月
、
日
史
料
館
の
行
政
監
察
勧
告
問
題
に
つ
き
、
日
本
歴
史
学
協
会
よ
り
文
部

大
臣
宛
に
、
史
料
館
の
機
能
の
独
自
性
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
広
く
歴
史
学
会

等
の
意
見
を
徴
し
、
慎
重
に
処
置
す
る
よ
う
要
望
書
を
提
出
。
以
後
、
同
趣
旨
の

要
望
書
が
歴
史
学
研
究
会
（
八
月
二
三
日
）
、
歴
史
学
研
究
会
近
世
史
部
会
（
九

月
一
五
日
）
、
日
本
史
研
究
会
（
九
月
一
八
日
）
、
天
草
・
鶴
田
八
洲
成
（
九
月
）
、

大
阪
歴
史
学
会
（
一
○
月
二
八
日
）
、
史
学
会
（
二
月
一
二
日
）
、
歴
史
資
料
保

存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
（
二
月
一
七
日
）
よ
り
相
次
い
で
文
部
省
に
提
出
さ

れ
る
。
ま
た
、
在
京
近
世
史
研
究
者
有
志
一
二
名
も
九
月
四
日
、
日
本
歴
史
学
協

会
、
歴
史
諸
学
会
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
配
慮
す
る
よ
う
要
望
書
を
配
付
。

、
９
月
鋸
日
科
学
者
会
議
主
催
「
軍
国
主
義
復
活
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
、

行
政
改
革
の
問
題
点
が
議
論
さ
れ
、
史
料
館
問
題
に
つ
い
て
も
報
告
が
な
さ
れ
る
。

、
９
月
訓
日
歴
史
学
研
究
会
・
科
学
者
会
議
共
催
「
史
料
館
問
題
勉
強
会
」
開
催
。

．
ｎ
月
肥
日
歴
史
学
研
究
会
・
地
方
史
研
究
協
議
会
共
催
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
史
料

保
存
問
題
の
現
在
」
開
催
。

．
ｎ
月
調
日
地
方
史
研
究
協
議
会
大
会
で
、
史
料
館
と
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
統

合
反
対
を
決
議
。

．
ｍ
月
型
日
科
学
者
会
議
主
催
「
行
革
と
学
術
体
制
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
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叶
い
〆
己
Ⅱ
ｖ
『
ｌ
蝉
砿
野
識
画

山
月
調
日
国
立

発
行
。
一
○
月

所
筬
文
瞥
・
開

を
作
成
。

月
肥
日
国
文
研
の
回
答
案
集
約
：

月
妬
日
史
料
館
教
官
一
同
、
行
勧
問
題
に
つ
き
、
関
係
諸
学
会
と
関
係
機
関
の

意
見
を
尊
重
し
て
対
処
す
る
よ
う
要
望
番
を
国
文
研
館
長
に
提
出
。

月
〃
日
国
文
研
・
匿
博
両
館
長
、
行
動
に
つ
い
て
目
下
検
討
中
と
口
頭
で
学
跨

銅
天
挺
Ⅶ
〃

題
し
、

正
わ
墨
睡

史
料
雛
と
歴
博
か

そ
の
桔
果
を
渚
キ

一 し 庁

“
殺
謹
と
辻

ゞ
乍
乍
比
司

月
釧
日
東
北
史
学
会
、
史
料
館
の
行
政
監
察
勧
告
問
題
に
つ
き
、
史
料
館
機

の
充
実
発
展
の
方
向
で
対
処
す
る
よ
う
要
望
書
を
文
部
大
臣
に
提
出
。

月
加
日
地
方
史
研
究
協
議
会
、
史
料
館
を
独
立
機
関
と
し
、
日
本
の
歴
史
資

床
存
利
用
体
制
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
明
確
化
す
る
よ
う
、
文
部
大
臣
に

月
Ⅲ
Ⅱ
Ｆ

○
九
名
）
。

月
洋
一
馬
具

0

噸 〃

淵
賊 饗
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一
九
八
五

（
昭
和
帥
）

一
九
八
四

（
昭
和
弱
）

・
３
月
鍋
日
史
料
館
編
「
史
料
の
整
理
と
管
理
」
刊
行
に
向
け
、
館
内
定
例
研
究
会

で
準
備
報
告
開
始
。

・
７
月
肥
日
元
史
料
館
長
鈴
木
寿
氏
に
国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
の
称
号

授
与
。

・
８
月
５
日
～
肥
日
上
智
大
学
史
料
室
小
林
愛
子
氏
を
研
修
員
と
し
て
受
け
入
れ
、

史
料
の
整
理
・
保
存
の
実
務
に
つ
い
て
研
修
。

・
４
月
１
日
教
授
森
安
彦
、
信
州
大
学
教
育
学
部
よ
り
転
入
、
第
一
史
料
室
長
と
な

る
。
原
島
陽
一
、
第
二
史
料
室
長
就
任
。
藤
村
潤
一
郎
、
第
三
史
料
室
長
就
任
。

安
澤
秀
一
、
情
報
閲
覧
室
長
就
任
。

．
８
月
１
日
１
９
月
鋤
日
安
藤
正
人
、
文
部
省
短
期
在
外
研
究
員
と
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
へ
出
張
。
研
究
課
題
は
「
文
書
館
に
お

け
る
史
料
保
存
利
用
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」
。

、
９
月
４
日
～
幻
日
安
澤
秀
一
、
第
一
○
回
文
書
館
国
際
会
議
と
ア
ー
キ
ピ
ス
ト
研

修
セ
ミ
ナ
ー
出
席
の
た
め
、
西
ド
イ
ツ
・
ボ
ン
へ
出
張
。

・
６
月
埼
玉
県
立
文
瞥
館
独
立
館
舎
建
設
。

・
７
月
晦
日
日
本
歴
史
学
協
会
委
員
会
に
お
い
て
国
立
史
料
館
特
別
委
員
会
の
設
置

を
決
定
（
八
月
二
日
第
一
回
会
合
）

・
７
月
ユ
ネ
ス
コ
本
部
情
報
企
画
部
専
門
官
フ
ラ
ン
ク
．
Ｂ
・
エ
バ
ン
ズ
氏
、
日
本

の
文
書
館
事
情
視
察
の
た
め
ユ
ネ
ス
コ
よ
り
派
遣
さ
れ
る
。
七
月
二
八
日
、
「
文

書
管
理
と
現
代
記
録
の
管
理
」
に
つ
い
て
講
演
（
於
、
埼
玉
県
立
文
書
館
）
。

、
加
月
”
、
詔
日
史
料
協
第
九
回
大
会
開
催
（
於
、
大
阪
府
、
参
加
者
九
九
名
）

・
５
月
ユ
ネ
ス
コ
、
「
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
文
書
史
料
（
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ

ト
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
拡
充
と
発
展
」
を
政
府
に
勧
告
。

。
ｎ
月
川
崎
市
公
文
書
館
開
館
。

．
ｍ
月
溺
、
妬
日
史
料
協
第
一
○
回
大
会
開
催
（
於
、
埼
玉
県
立
文
書
館
、
参
加
者

二
六
名
）
。
名
称
を
「
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
」
（
略
称

「
全
史
料
協
」
）
と
改
め
、
地
域
別
協
議
会
を
瞳
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
会
則
改

正
。
こ
れ
に
よ
り
全
史
料
協
関
東
部
会
が
正
式
発
足
（
本
年
六
月
九
日
に
第
一
回

例
会
開
催
）
。

・
７
月
四
、
加
日
全
史
料
協
第
二
回
大
会
開
催
（
於
、
兵
庫
県
公
館
、
参
加
者
一

四
五
名
）
。
独
自
の
文
書
館
法
案
を
作
成
す
る
た
め
に
法
文
小
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
議
。

・
７
月
四
日
全
史
料
協
、
「
文
書
館
法
」
の
早
急
な
制
定
を
文
部
大
臣
に
要
請
。

・
７
月
北
海
道
立
文
瞥
館
開
館
。

、
皿
月
柳
川
古
文
書
館
、
兵
庫
県
県
政
資
料
館
開
館
。
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９
月
託
日
～
Ⅲ
月
岨
日

委
員
会
会
合
出
席
の
《

９
月
釦
日
付
発
行
の
甫

用
体
制
ｌ
中
間
報
告
‐

能
拡
充
の
実
践
状
況
准

山
月
安
澤
秀
一
著
冨

ロ
ン
伽
ト
ン
ュ
ハ
学
ユ
ニ
ハ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
図
碓
閏
館
・

院
に
留
学
の
た
め
出
張
（
翌
年
八
月
一
六
日
帰
国
）
。

北
海
道
立
文
瞥
館
青
山
英
幸
氏
を
研
修
員
と
し
て
受
け
入

仔
の
実
務
に
つ
い
て
研
修
。

目
鳴
戸
教
育
大
学
教
育
学
部
助
教
授
高
橋
啓
氏
を
内
地

れ
る
（
研
究
課
題
「
近
世
文
密
の
基
礎
的
研
究
」
）
。

人
共
著
『
史
料
保
存
と
文
瞥
箔
学
一
則
』
け
。

又
瞥
館
国
睡

ｒ
・
フ
コ
ー

壺 匹

醇
月
写
ご
閉
．
胃
○
諺
）
に
加
盟
ｃ

月
５
日
鉄
道
史
学
会
他
、
「
国
鉄
の

関
す
る
要
望
醤
」
を
国
鉄
総
裁
に
提
出

月
四
日
全
史
料
協
法
文
小
委
員
会
、

旙平

安
圖

匪 【コ
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一
九
八
七

（
昭
和
舵
）

・
６
月
２
日
～
週
日
北
海
道
立
文
書
館
小
島
加
代
子
氏
を
研
修
員
と
し
て
受
け
入
れ
、

史
料
の
整
理
・
保
存
の
実
務
に
つ
い
て
研
修
。

．
ｎ
月
釦
日
～
吃
月
４
日
文
書
館
学
研
修
会
実
施
。

．
「
高
島
藩
領
村
々
宗
門
改
帳
」
の
復
元
補
修
開
始
。

．
錦
絵
の
複
製
作
成
。

．
ｎ
月
８
，
９
日
財
団
法
人
放
送
番
組
セ
ン
タ
ー
主
催
「
国
際
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
映
像
で
伝
え
る
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
」
開
催
。

．
ｎ
月
栃
木
県
立
文
書
館
開
館
。

、
皿
月
鯛
、
釦
日
全
史
料
協
第
一
二
回
大
会
開
催
ｌ
テ
ー
マ
「
の
ぞ
ま
し
い
文
瞥
館

像
」
Ｉ
（
於
、
栃
木
県
立
文
書
館
、
参
加
者
一
五
七
名
）
。

、
皿
月
文
替
館
法
の
制
定
を
促
進
す
る
た
め
、
自
民
党
内
に
「
文
化
振
興
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」
設
置
（
委
員
長
は
参
議
院
議
員
岩
上
二
郎
氏
）
。

．
ｕ
月
１
日
日
本
弁
護
士
連
合
会
主
催
「
裁
判
記
録
保
存
法
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
開
催
。

、
吃
月
過
日
脇
田
修
氏
他
九
名
、
「
壬
申
戸
籍
の
保
存
と
学
術
利
用
に
関
す
る
要
望

香
」
（
法
務
大
臣
・
法
務
省
民
事
局
長
宛
）
へ
の
賛
同
を
諸
学
会
に
呼
び
か
け
る
。

．
腿
月
Ｉ
Ｃ
Ａ
使
節
報
告
書
（
マ
イ
ヶ
ル
・
ロ
ー
パ
ー
氏
執
筆
）
「
日
本
に
お
け
る

文
書
館
発
展
の
た
め
に
」
発
表
。

・
３
月
埼
玉
県
市
町
村
史
編
纂
連
絡
協
議
会
編
「
地
域
文
書
館
の
設
立
に
向
け
て
」

刊
行
。

・
４
月
富
山
県
公
文
書
館
開
館
。

．
５
月
加
日
岩
上
二
郎
参
議
院
議
員
の
指
示
で
、
参
議
院
法
制
局
が
新
し
い
「
公
文

書
館
法
大
綱
（
案
匡
を
作
成
（
数
度
の
修
正
後
、
九
月
に
「
公
文
書
館
法
寒
竺

が
ま
と
ま
る
）
。

．
５
月
妬
日
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
成
立
（
翌
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
）
。

、
９
月
全
史
料
協
法
文
小
委
員
会
、
「
文
書
館
法
（
案
）
」
作
成
。

、
皿
月
１
，
２
日
全
史
料
協
第
一
三
回
大
会
開
催
Ｉ
テ
ー
マ
「
の
ぞ
ま
し
い
文
書
館

像
」
Ｉ
（
於
、
北
海
道
立
文
書
館
、
参
加
者
一
五
○
名
）
。
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党の豚
渥懲ヨ

玉
一

｜
史
料

籾
二
周

第
一
歴
史
棺
案
館
、
承
徳
の
文

・
月
劃
日
全
史
料
協
公
文
書
館

意
義
と
今
後
の
課
題
（
案
）
」
垂

篭
月
岩
上
二
郎
「
公
文
書
館
法

壁
月
鋤
日
地
方
史
研
究
協
議
会

地
方
史
研
究
」
」
開
催
。

●
月
千
葉
県
文
瞥
館
開
館
。

，
月
大
阪
市
公
文
書
館
開
館
。

ｊ
月
５
日
全
史
料
協
公
文
書
館

喚
会
粥
催
へ
西
日
本
地
ヌ
ー
。

全
史
料
協
一
公
文
習
壁

日
選
史
学
測
系
渚
畦
子
へ

■
■

安
巨
貝
〈

安
亘
員
〈
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一
九
八
九

（
平
成
元
）

、
３
月
劃
日
『
史
料
館
叢
瞥
」
別
巻
Ｉ
と
し
て
「
明
治
開
化
期
の
錦
絵
」
を
東
京
大

学
出
版
会
よ
り
刊
行
。

、
３
月
瓢
日
付
発
行
の
「
史
料
館
報
」
第
五
○
号
に
「
「
移
転
」
問
題
と
『
史
料
館
」

の
現
況
」
を
発
表
し
、
移
転
問
題
の
経
緯
と
史
料
館
の
現
況
に
つ
い
て
説
明
。

．
４
月
１
日
助
手
笠
谷
和
比
古
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
転
出
。

、
４
月
１
日
～
２
日
史
料
館
森
安
彦
が
代
表
と
な
り
、
大
学
・
大
学
図
瞥
館
・
文
瞥

（
史
料
）
館
勤
務
の
歴
史
研
究
者
、
情
報
学
研
究
者
二
六
名
を
招
集
し
、
三
文
字

記
録
史
料
と
電
算
機
応
用
に
関
す
る
課
題
と
解
決
」
研
究
集
会
」
開
催
。

、
７
月
１
日
山
田
哲
好
、
事
務
官
よ
り
助
手
に
配
置
替
え
。

・
９
月
３
日
～
吃
日
安
藤
正
人
、
第
二
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

員
と
し
て
受
け
入
れ
る
（
研
究
課
題
「
近
世
町
方
文
書
の
研
究
」
）
。

一
九
八
八
年
度
～
一
九
八
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
（
総
合
研
究
Ａ
）
の
交
付

を
受
け
、
「
史
料
所
在
情
報
の
蓄
積
検
索
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
」
を
史
料
館

員
と
史
料
保
存
利
用
機
関
関
係
者
及
び
大
学
研
究
者
の
共
同
研
究
と
し
て
実
施
。

、
１
月
妬
日
全
史
料
協
公
文
瞥
館
法
問
題
小
委
員
会
報
告
香
「
記
録
遺
産
を
守
る
た

め
に
ｌ
公
文
誓
館
法
の
意
義
と
今
後
の
課
題
Ｉ
」
発
行
。

、
１
月
弱
日
「
記
録
史
料
の
保
存
利
用
に
関
す
る
日
英
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
。

、
３
月
埼
玉
県
市
町
村
史
編
纂
連
絡
協
議
会
編
「
地
域
文
書
館
の
設
立
に
向
け
て
」

２
刊
行
。

、
６
月
神
戸
市
文
書
館
開
館
。

．
６
月
喝
～
Ⅳ
日
公
文
書
館
法
施
行
一
周
年
を
記
念
し
、
国
立
公
文
書
館
が
Ｉ
Ｃ
Ａ

会
長
ジ
ャ
ン
・
フ
ァ
ビ
エ
氏
を
招
き
講
演
会
等
開
催
。

、
７
月
８
日
全
史
料
協
近
畿
部
会
準
備
会
発
足
。

・
９
月
Ⅳ
日
地
方
史
研
究
協
議
会
主
催
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
方
史
研
究
と
学
術
情

の
意
義
と
専
門
職
養
成
の
課
題
筐
開
催
。

・
皿
月
広
島
県
立
文
書
館
開
館
。

．
ｍ
月
６
，
７
日
全
史
料
協
第
一
四
回
大
会
開
催
ｌ
テ
ー
マ
「
公
文
書
館
法
の
意
義

と
課
題
」
Ｉ
（
於
、
沖
縄
県
立
図
書
館
、
参
加
者
一
五
○
名
）
。

・
皿
月
田
日
日
本
歴
史
学
協
会
の
国
立
史
料
館
特
別
委
員
会
、
国
立
公
文
番
館
特
別

委
員
会
、
史
料
保
存
特
別
委
員
会
の
合
同
会
議
で
、
史
料
館
移
転
問
題
に
つ
い
て

議
す
（
翌
年
一
月
二
七
日
に
も
開
催
）
。

・
肥
月
鯉
日
近
世
史
研
究
者
を
中
心
と
す
る
七
一
名
の
連
名
で
、
史
料
館
の
移
転
や

機
構
の
変
更
に
つ
い
て
は
広
く
学
会
や
研
究
者
の
意
見
を
徴
し
て
慎
重
に
行
う
こ

と
、
史
料
館
の
組
織
・
活
動
上
の
拡
充
措
置
を
早
急
に
実
行
す
る
こ
と
を
求
め
た

要
望
書
を
文
部
大
臣
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
、
同
評
議
員
・
運
営
協
議
員
、
学

術
会
議
等
に
送
付
。

・
本
年
よ
り
国
立
公
文
香
館
が
「
文
瞥
館
等
職
員
研
修
会
」
を
実
施
。
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一

プし

や 千

年八年＆
受週よ 〃
r噸h 〃引の隅

玉
一
海

や
省
數
授
の
利
口

〃
地
域
部
会
総
〈

月
副
日
日
本
恩
盛

祢
）
の
設
立
を
政
府

会
委
員
長
に
要
望
書

塞 層

瓶 』

山
口
県
文
瞥
館
三
○
周
年
記
念
誌
『
山
口
県
文
瞥
館
の
三
○
年
」
発
行
。

歴
史
学
関
係
諸
学
会
懇
談
会
主
催
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
学
術
情
報
問
題

と
開
催
。

日
本
歴
史
学
協
会
総
会
で
「
歴
史
情
報
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
委
員

置
を
決
議
。

全
史
料
協
、
「
記
録
と
史
料
」
創
刊
。

日
全
史
料
協
第
一
六
回
一
公
云
開
催
Ｉ
テ
ー
マ
「
地
域
の
中
の
文
曹
嬉
－
１

臼
４
八
Ｅ

媚
調
刑
姑

加
華
白
二
（
）
名
札
名

型
匝
大
八

参
川
旨
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一
九
九
一

（
平
成
３
）

．
ｎ
月
弱
日
～
皿
月
１
日
廣
瀬
睦
、
丑
木
幸
男
、
大
藤
修
、
「
第
二
回
全
史
料
協
友

好
訪
中
団
」
に
参
加
し
て
、
北
京
・
南
京
・
上
海
の
棺
案
館
及
び
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

養
成
機
関
を
視
察
。

、
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
剖
日
神
奈
川
大
学
経
済
学
部
教
授
丹
羽
邦
男
氏
を
研
修
員

と
し
て
受
け
入
れ
る
（
研
究
課
題
「
明
治
期
土
地
所
有
関
係
帳
簿
・
絵
図
の
研
究
」
）
。

、
９
月
１
日
～
翌
年
２
月
詔
日
東
北
大
学
教
養
部
助
教
授
平
川
新
氏
を
内
地
研
究
員

と
し
て
受
け
入
れ
る
（
研
究
課
題
「
近
世
漁
村
史
料
の
研
究
」
）
。

、
一
九
九
○
年
度
～
一
九
九
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
（
一
般
研
究
Ａ
）
の
交
付

を
受
け
、
「
史
料
所
在
情
報
の
集
約
と
そ
の
解
析
的
研
究
」
を
史
料
館
員
と
大
学

研
究
者
の
共
同
研
究
と
し
て
実
施
。

・
３
月
釧
日
教
授
浅
井
潤
子
停
年
退
職
。

、
４
月
１
日
助
手
渡
辺
浩
一
、
東
北
大
学
文
学
部
よ
り
転
入
。
大
場
菊
乃
、
高
橋
真

理
、
事
務
補
佐
員
に
新
任
。

、
６
月
８
日
中
国
航
空
航
天
槍
案
館
一
行
五
名
来
館
。

、
９
月
８
日
～
哩
日
森
安
彦
、
安
藤
正
人
、
「
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
養
成
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
出
席
の
た
め
、
中
国
北
京
へ
出
張
。

．
ｎ
月
調
日
史
料
館
四
十
周
年
記
念
誌
「
史
料
館
の
歩
み
四
十
年
」
発
行
。

．
腿
月
７
日
「
史
料
館
四
十
周
年
記
念
祝
賀
会
」
開
催
。

、
一
九
九
一
年
度
中
、
「
近
世
・
近
代
史
料
目
録
総
覧
」
刊
行
予
定
。

．
ｎ
月
鳥
取
県
立
文
書
館
開
館
。

．
ｎ
月
徳
島
県
立
文
書
館
開
館
。

．
、
月
妬
日
～
ｎ
月
１
日
第
二
回
全
史
料
協
友
好
訪
中
団
、
中
国
第
一
歴
史
桧
案
館

（
北
京
）
、
中
国
人
民
大
学
桧
案
学
院
（
北
京
）
、
中
国
第
二
歴
史
桧
案
館
（
南
恵
、

上
海
市
棺
案
館
を
訪
問
。

、
吃
月
日
本
歴
史
学
協
会
、
「
国
立
歴
史
情
報
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
」
設
立
要
望

（
文
部
省
宛
）
に
つ
い
て
諸
学
会
の
意
見
を
徴
収
。

・
２
月
型
日
日
本
歴
史
学
協
会
「
学
会
連
絡
委
員
会
」
に
お
い
て
、
「
歴
史
情
報
資

源
研
究
セ
ン
タ
ー
」
設
立
に
関
し
て
意
見
交
換
（
翌
日
、
歴
研
連
に
て
同
セ
ン
タ
ー

設
立
勧
告
案
を
決
定
）
。

、
２
月
幻
日
日
本
学
術
会
議
第
五
常
置
委
員
会
作
成
の
「
公
文
書
館
の
拡
充
と
公
文

書
等
の
保
存
利
用
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
」
の
政
府
宛
要
望
書
案
の
検
討
を
各
部

会
に
依
頼
（
五
月
二
八
日
の
総
会
に
て
採
択
）
。

．
５
月
肥
、
加
日
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
総
長
シ
ャ
ル
ル
・
ケ
ス
ヶ
メ
テ
ィ
氏
を
迎
え
、
「
第

二
回
文
書
館
振
興
国
際
会
議
ｌ
テ
ー
マ
『
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
国
際
潮
流
」
Ｉ
」

開
催
（
於
、
千
葉
市
、
京
都
市
）
。

．
６
月
６
日
１
四
日
中
国
航
空
航
天
楕
案
館
一
行
五
名
、
国
立
公
文
書
館
、
国
立
史

料
館
、
各
企
業
の
史
料
室
を
視
察
。

．
ｕ
月
７
，
８
日
全
史
料
協
第
一
七
回
大
会
開
催
ｌ
テ
ー
マ
「
地
域
の
中
の
文
書

館
」
Ｉ
（
於
、
徳
島
県
立
文
書
館
、
参
加
者
一
八
六
名
）
。
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